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資料２－１

東京都消費生活総合センターの事業体系

消費生活相談

相談情報システム

相談テスト

被害の救済

情報提供及び被害防止啓発

消費者教育事業

活動支援・協働
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消費生活相談等

情報提供、
消費者教育及び
活動支援



若者向け消費者被害防止啓発（その１）

○悪質商法被害防止共同キャンペーン（１～３月）
（関東甲信越ブロック、国民生活センター、都内区市町村）

・ポスターの作成、掲出

区市町村、大学・高校等 １万２千部※27年度実績

交通広告（ＪＲ2路線・都営地下鉄全線等、１週間）

・リーフレットの作成、配布

区市町村、大学・高校等 ２３万部 ※27年度実績

・若者のトラブル110番（特別相談）
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平成27年度共同キャンペーンポスター
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平成27年度共同キャンペーンリーフレット（裏面）
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若者向け消費者被害防止啓発（その２）

○映画館での啓発ＣＭ上映（15秒）

期間・場所 都内映画館１０館、２週間

○高校卒業生に啓発ノートの作成、配布

１１万８千部

○若手芸人によるネット動画を活用した啓発

悪質商法をテーマに若手芸人が作った漫才やコント

をインターネット動画で公開

※以上27年度実績
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高校卒業生に配布する啓発ノート
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消費者教育（その１）
－消費者教育人材の育成－

○教員講座及び教員への情報提供

・教員講座の開催（15回×2会場+共通1回）
実学（13回）：法教育、契約、情報、環境、

衣、食、住、金融等

実験実習（2回）：電気、繊維

体験講座（1回）：ものづくり ※28年度実績

・情報誌「わたしは消費者」の発行（年4回）
各学校、区市町村教育委員会 ４，３００部/回

※27年度実績
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平成28年度教員のための消費者教育講座プログラム
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講 師

講 師

№ 分野 講座テーマ

講 師

№ 分野 講座テーマ

№ 分野 講座テーマ 講 師 № 分野 講座テーマ

消費者教育（その２）
－消費者教育教材の作成・配布－

○消費者教育DVDの作成
高校生・若者向けＤＶＤ ※27年度実績

「リーガル★レッスン♪ 民法と契約の基礎を学ぶ 」

○Web版消費者教育読本の作成
中学生向けＷｅｂ版消費者教育読本 ※27年度実績

「カートくんの買い物★なびげ～しょん

「消費者の権利と責任」の社会 」

○消費者教育読本の配布 ※27年2月作成

様々な悪質商法の手口などを４コマ漫画で紹介
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消費者教育DVD案内リーフレット（平成27年度版）
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Web版消費者教育読本案内リーフレット（平成27年度版）
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若者向け消費教育読本
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協働による情報発信

○出前講座（届ける教育）

・地域や職場など身近な場所で開催する講座に
東京都消費者啓発員を講師として派遣

・派遣実績（27年度）：計242回（2万2千人）
うち学校向け132回（1万7千人）
※（構成比） 大学・専門学校 43%

高等学校 14%
中学校 22%
小学校ほか 21%
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学校向け出前講座案内リーフレット
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学校向け出前講座

人気テーマランキング

①若者の悪質商法被害防止

②インターネットやSNSのトラブル

③お金の使い方

④糖分の測定（実験講座）

⑤クレジットカードやローンの

しくみとトラブル防止

若者向け啓発・消費者教育における課題

○多様な媒体・手法による啓発

・国や自治体における創意工夫の取組

・消費者ホットライン（相談窓口）の普及

○多様な主体との連携

・大学との連携強化

○教育委員会との連携強化

・消費生活部門の出前講座や教材等の活用

・教員講座への参加
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